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１）ERDBとは？

２）データ構造

３）ERDBアクセス例

４）何が出来る？

アウトライン

先のCAT/ILLの説明で、ERDBが保持するデータに関
しては、理解できていると思います………….
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１）ERDBとは
●ERDBは雑誌タイトルや各機関の契約情報などを保持
●ERDBの基本となる共有データは

①国内外のナレッジベース
②各大学の契約情報やライセンスに関する情報

●ERDBにはUI・WebAPIを通じてデータ取得可能

ナレッジベースとは「世界中の出版社や情報システムベンダーなどから電子リ
ソースのタイトルやURLなど簡易なメタデータを網羅的に収集し、最新の状態
で保持しているデータベースである。図書館はナレッジベースから自機関で利
用可能な電子リソースを選択して設定することで、電子リースを容易に整理し、
アクセスを提供することができる」。
[ 渡邊英理子、香川朋子、図書館におけるナレッジバースの活用の広がりと
KBARTの役割、カレントアウェアネス、314, p14-16 (2012.12) ]

ERDBはナレッジベースが根幹
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JP

日本語KB

C‐JP

Global

海外KB

C‐Global

License

契約

C‐License

Template：共通情報（オープン）

Custom：各館情報（クローズ有）

Template情報を元に各館独自
の定義が可能

２）データ構造
＜Template・Custom＞
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３）ERDBアクセス例
＜トップページ＞
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ナレッジベース検索結果
：タイトル「時事英語学研究」

３）ERDBアクセス例
＜UIによる情報参照＞
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https://erdb.nii.ac.jp/api/t_issueentitlements?accesskey=testaccesskey&secretkey=testsecretkey

３）ERDBアクセス例
＜Web APIによる情報取得＞
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４）何が出来る？

Niiで考えた使用例

利用法の議論を!!

ERDBの可能性は
どこまで広がるか？


